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１．研究計画の概要 
アメリカの博物館・美術館ならびに民間等

に収蔵される「中国書跡（中国人が書いた書
道作品）」と「日本書跡（日本人が書いた書
道作品）」の基礎データの収集と整理を行い，
将来的な網羅的データベース化に向けての
基盤を構築することを目的とし，そのための
調査研究を行う。 
日本の伝統文化の一つである書道は，東ア

ジアの一国としての日本が世界各国地域と
連携を深める上で，国際性と地域性を有する
重要な歴史的淵源と芸術的創造力をもって
いる。その証左として，アメリカ，中国（台
湾，香港，マカオを含む），日本の研究機関
ならびに民間において，「中国書跡」と「日
本書跡」が数多く収蔵されている。なかでも
アメリカにおけるその収蔵状況，研究状況を
調査し，整理し，把握し，基盤を整備するこ
とは，日中米の芸術文化交流に繋がり，将来
の日本の書道文化の継承発展のみならず，伝
統文化自体のあり方を模索することに繋が
ると考える。 
本研究は，書道文化の国際性と地域性を学

術的に評価するための基盤研究であり，かつ
日本の書道文化の継承発展にとって非常に
重要な研究であり，先人がほとんど未着手の
研究領域である。 
中国絵画の分野では，鈴木敬編『中国絵画

総合図録』第1巻～第5巻，東京大学出版会，
1982～1983および戸田禎佑・小川裕充編『中
国絵画総合図録』続編第1巻～第4巻，東京
大学出版会，1998～2001が研究報告書として
刊行されており，すでに欧米における絵画作
品の収蔵状況は明らかにされている。しかし
「書跡」の収蔵状況は，中田勇次郎／傅申編

『歐米收藏中國法書名蹟集』全四巻，中央公
論社刊 1981 および同編『歐米收藏中國法書
名蹟集（明清篇）』全二巻，中央公論社刊1983
の二書が 30 年前に刊行されて以降，収蔵状
況が不明である。 
よって本調査研究によって，少なくともア
メリカの博物館・美術館における収蔵状況を
再調査し体系化することが可能である。 
「中国書跡」と「日本書跡」の基礎データ
の収集と整理を行うためには，各博物館・美
術館に収蔵される重要な書跡と，それに関す
るカタログ（展覧会図録）および論文（カタ
ログに引用される文章，一般刊行物およびそ
の他）の収集と整理が必要である。事前にこ
れらの刊行物を収集しながら 基礎データの
整理を行う。 
最終的には，収集整理したデータをもとに
「基礎データ台帳」を作成して、アメリカの
博物館・美術館等に収蔵される「中国書跡」
と「日本書跡」の実情の一端を明らかする。 
 
２．研究の進捗状況 
平成 20 年度は，書跡の図版の収集と精査
を行いながら，実際に渡米してアメリカの博
物館・美術館等に収蔵される書跡の計測，写
真撮影，保存状態の確認などを行い，そのデ
ータをもとに「基礎データ台帳」作成を開始
した。ボストン美術館「日本書跡」15点，バ
ーネット&ブルートコレクション「日本書跡」
7点，フリーアギャラリー「日本書跡」29点
と「中国書跡」5 点，シアトルアジア美術館
「日本書跡」1点と「中国書跡」14点を実地
調査した。帰国後それらを整理しながら，「日
本書跡」52 点，「中国書跡」19 点，合計 71
点の「基礎データ台帳」にまとめた。 
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平成 21 年度も継続して，ボストン美術館
「日本書跡」15点，フリーアギャラリー「中
国書跡」13点，シアトルアジア美術館「日本
書跡」11点を実地調査した。それらを整理し，
「日本書跡」26点，「中国書跡」13点，合計
39点の「基礎データ台帳」をまとめた。 
平成 22 年度も継続して，ハーバード大学

美術館「日本書跡」15点，「中国書跡」6点，
フリーアギャラリー「日本書跡」10 点，「中
国書跡」5 点，ならびにバーネット＆ブルー
トコレクション「日本書跡」10 点，「中国書
跡」1 点を実地調査した。それらを整理し，
「日本書跡」35点，「中国書跡」12点，合計
47点の「基礎データ台帳」をまとめた。 
但し，平成 22 年度から，ボストン美術館

での調査が，館側の事情で実施できなくなっ
たことは残念である。その一方，研究協力者
の一人ジョセフ・チャン氏がフリーアギャラ
リーからサンフランシスコアジア美術館に
移動されたため，フリーアギャラリーに加え
てサンフランシスコアジア美術館での調査
の道が開かれた。 
 
３．現在までの達成度 
おおむね順調に進展している。 
年度別では，平成 20 年度 71 点，平成 21

年度 39点，平成 22 年度47 点，合計 157点
を調査し得た。書跡別では，「日本書跡」が
52点，26点，35点の合計113点，「中国書跡」
が 19 点，13 点，12 点の合計 44 点を，美術
館別では，ボストン美術館 30 点，フリーア
ギャラリー62 点，シアトルアジア美術館 26
点，ハーバード大学美術館 21 点，バーネッ
ト＆ブルートコレクション 18 点を調査し，
すべて「基礎データ台帳」にデータベース化
し得た。 
 
４．今後の研究の推進方策 
アメリカの博物館・美術館等に収蔵される

「中国書跡」と「日本書跡」の実情を明らか
にするには，書跡の図版の収集と精査が必要
であり，各館公式ホームページに掲載される
画像図版を参照しながら，調査対象とする博
物館・美術館と書跡を絞込んでいるが，各館
が全ての書跡を公開しているわけではない
ので，可能な限り実地調査を続け，データベ
ース化し得た「基礎データ台帳」に基づきWEB
上での公開を推進する。 
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